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生涯学習課チーム 
家庭教育コーディネーター １人 

職場内家庭教育推進員   １人 

家庭教育支援チーム（６チーム）
チーム員《県全体３４人》 

生涯学習課（１チーム） 

家庭教育コーディネーター１人 

職場内家庭教育推進員１人 

教育事務所（尾張１０人、海部２人、知多４人、

西三河１０人、東三河６人の５チーム） 

家庭教育コーディネーター１６人 

家庭教育支援員（ホームフレンド）１６人

③職場内家庭教育研修会

の講師派遣等の企業支援 

事業趣旨 
○ 家庭教育コーディネーター設置事業  

・ 応援啓発 

・企業支援 
① 職 場 内 家 庭 教

育 研 修 会 の 講

師派遣（年８回）

② 企 業 の 家 庭 教

育に関する取組

の紹介（県ホー

ムページ） 

③ 家 庭 教 育 啓 発

資料の提供 

相談対応の依頼 
報告書の提出 

企 業 

教育事務所チーム（５チーム） 
家庭教育コーディネーター 
家庭教育支援員（ホームフレンド）    

 

 

家 庭 

①情報把握 ③訪問相談 
【コーディネーター】企業を

訪問し、ワークライフバラン

スを目指した事業説明及び啓

発活動を行い、家庭教育応援

企業の拡充を図る。推進員に

情報提供する。 

情報収集した家庭について、

それぞれの家庭に適するチ

ーム員を決定する。 

【コーディネーター】 
保護者を支援する。 
【ホームフレンド】 
児童生徒を支援する。 

②チ―ムの

対応を検討 【推進員】職場内家庭教育研修会の講

師派遣等、企業支援を行う。必要に応

じ、職場内家庭教育研修会に参加する。 

①企業啓発 1・情報提供

市町村教委・子育て支援部局、

小中学校、幼稚園・保育所、

子育てサークル等 

家庭教育相談 

Ⅰ情報提供 

Ⅱ「親の育ち」家庭教育研修会

【コーディネーター】市町村

教委・子育て支援部局、小中

学校、幼稚園・保育所等を訪

問し、「親の育ち」家庭教育

研修会に関する説明を行う。

【コーディネーター】

市町村教委、小中学

校、適応指導教室等を

訪問し家庭教育支援

が必要な家庭の情報

を収集する。 
【コーディネーター】「親の育ち」家庭教育

研修会実施に関する連絡・調整等を行う。 

相談電話 

Ⅰ相談電話 
○ 家庭教育支援員活動事業 

【コーディネーター】【推進員】

生涯学習課において相談電話

を受け、必要に応じ、相談対応

の依頼を事務所のコーディネ

ーターに行う。 

○ 職場内家庭教育推進事業 

これら３事業において「家庭教育支援 

チーム」を組み、次の内容により身近な地域

における家庭教育支援を推進する。 Ⅲ報告書のまとめ
②企業啓発 2 

１．家庭教育相談  
Ⅱ支援活動の調整 【推進員】企業加入の団体・

組織を訪問し、ワークライフ

バランスを目指した事業説

明及び啓発活動を行い、家庭

教育応援企業の拡充を図る。

２．「親の育ち」家庭教育研修会の推進 

３．企業啓発（家庭教育応援企業の拡充）

及び企業支援 

不登校等の問題 

市町村教委、小中学

校、適応指導教室等

「親の育ち」家庭教

育研修会（年５０回） 


